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○豪雪被害に係る野菜の生産支援
○JA-TAC活動及び担当者の育成支援
○担い手対策のための取り組み
○農産物の安全・安心対策のための取り組み

酪農畜産課
○生乳の計画生産の推進
○初妊牛導入推進
○素牛導入推進
○種豚導入推進

米麦特産課
○こんにゃく推進セット夏期特別推進
　推進目標　22,000ケース
　（平成27年７月１日～８月31日）
○こんにゃく荒粉・精粉販売推進（入札の実施）
○椎茸等ほだ場診断及び活着診断

園芸販売課
○共計ほうれん草販売 （周年）
○共計チンゲンサイ販売 （周年）
○共計味にら販売 （周年）
○共計赤じそ販売 （７月上旬迄）
○共計県統一規格きゅうり販売 （７月末日迄）
○共計バンダム販売 （７月末日迄）
○共計枝豆販売 （８月末日迄）
○共計にがうり販売 （９月末日迄）
○共計オクラ販売 （９月末日迄）
○共計県統一規格露地なす販売 （11月末日迄）

販売促進課
○夏秋野菜販売促進
○もやし類・加工野菜販売促進
○漬物類・こんにゃく類販売促進
○花き類販売促進

園芸資材課
○雪害施設工程確認と進捗管理
○雪害施設被害復旧業務全般
○青果物用予冷庫推進（パナソニック）
○夏用出荷資材予約・当用推進（キャベツ・トマト・なす等）
○低コスト段ボール
　（AKライナー・ノンステープル段ボール）の推進 
○ハウス用更新資材戸別推進（農ビ・農ポリ等）
○ネポン暖房機第２期推進

事業のうごき ７

園　芸　部園　芸　部

畜産農産部畜産農産部

営農総合支援センター営農総合支援センター ○秋まき用種子推進
　（ブロッコリー・ほうれん草・きゅうり等）

○売出し・フェアの実施
　☆花木流通センター
　　７月３日（金）～６日（月） 夏の食卓フェア
　　７月１日・８日・15日・22日・29日 お米特売
　☆愛菜館
　　７月３日（金）～５日（日） 
 改装１周年ありがとうフェア
　　７月８日（水）・18日（土）・29日（水）
 ８の日お米特売
　　７月１日・８日・15日・22日・29日 水曜肉特売
○造園工事推進　

肥料農薬課
○セルフブレンド推進
○施設園芸肥料農薬推進
○茎葉処理除草剤大型規格推進

農業機械課
○丸山サンクスキャンペーン （９月末日迄）

生活課
○太陽光発電推進 （周年）
○「上州もみきりうどん」・
　「四季のめん詰め合せ」推進 （６月～７月）
○高崎ハムお中元ギフト・関連商品推進 （６月～８月）

葬祭総合課
○生花利用拡大運動 （周年）

施設住宅課
○賃貸アパート・個人住宅推進 （周年）
○カクイチ物置・広スペースハウス推進 （周年）
○住友不動産（株）「新築そっくりさん」推進 （周年）

石油課
○ＪＡ－ＳＳ夏のキャンペーン （６月～８月）

ガス課
○平成27年度ガス器具特別推進
○ふれあい訪問活動推進
○大型給湯器特別推進

生産資材部生産資材部

自動車燃料部自動車燃料部

生 活 部生 活 部



平成27年度  新入職員紹介
 今年度、新たに全農群馬県本部の一員となった新入職員をご紹介します。
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①蒟蒻製品販売推進
　 蒟蒻セット・手作り蒟蒻の精粉・
トマトジュースの受注など。

② 読書、美味しいものを食べること、
ドライブ

③時は金なり

④ ナス…お腹の曲線が最近似てきま
した。

⑤ まだまだ知識が足りていないの
で、１つでも多くのことを吸収し
て一人前になれるように努めま
す。まずは、自分にできることを
しっかりやっていきたいです。よ
ろしくお願いします。

① 青果物販売における市場との価格
交渉。

　担当品目　胡瓜
　担当地区　東部

②ドライブ　映画鑑賞

③己を信じ精進せよ

④ セロリ…見た目がセロリに似てい
ると言われます。

⑤ まだまだ先輩方に迷惑をかけてば
かりですが、組合員や東部グルー
プから必要とされる人材になれる
ように積極的に業務に取り組み、
一人前の全農職員になれるよう
日々努力していきます。

① 農薬受渡担当として各農協や推進
担当からの農薬の受発注、農薬倉
庫の在庫管理、農薬知識の習得

② フットサル・旅行

③日々前進！

④ トマト…見たままの丸顔に加え、
すぐに赤くなります。

⑤ 農薬知識も浅く、できることはま
だまだ少ないですが、迅速・確実
な受渡業務を心掛け、信頼される
職員を目指すとともに内部のサ
ポートを通じて周囲の方の力にな
れるよう頑張ります。よろしくお
願い致します。

●畜産農産部　米麦特産課

●園芸部　園芸販売課 ●生産資材部　肥料農薬課
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① 前橋南部・富士見・荒砥SSの庶務。
軽油税申請。一体化SSエリアマ
ネージャー（補助）。一生懸命業務
を覚える日々です。

② ウィンドウショッピング・餅つきの
合いの手

③なるようになる、です。（笑）

④ やまといも…やまといものように
粘り強く力強く頑張ります！

⑤ 今はわからないことばかりで、皆様
にご迷惑をおかけしてばかりです
が、今後は皆様のお力になれるよう
精進して参ります。

　 また、お客様から愛されるようなSS
づくりに携われるSVになれるよう
に、頑張っていきたいと思います！
　 皆様、JA-SSのご愛用よろしくお願
いいたします！

① JA-LTOS業務
　 顧客情報の変更（マスター変更処
理）、POT検針等の確認（検針管理）
各農協、推進担当の依頼への対応

②プロ野球観戦、読書

③一意専心！

④ ごぼう…不器用ですが、泥臭く前
に突き進みます。

⑤ 自分が今出来ることを確実にこな
していき、少しずつ仕事のできる
幅を広げられるよう頑張っていき
たいです。よろしくお願いいたし
ます。

●自動車燃料部　石油課 ●自動車燃料部　ガス課

特集
①仕事内容   ②趣味・特技 
③座右の銘（モットー）
④自分を野菜に例えると？（理由）
⑤今後の意気込みをどうぞ！
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① 果菜苗の管理、販売
　花苗の管理、販売

② 野球、ゴルフ

③成せば成る

④ キャベツ…たくさんの葉に包まれ
た中にしっかりとした芯を持って
いるキャベツのように、自分も人
間として芯のしっかりとした人間
になりたいと思って選びました。

⑤ 農協さんや組合員さんはもちろんの
こと、お客さんを相手にする仕事が
ほとんどなので、諸先輩方のように
職員として自信を持って果菜苗や花
の知識を表現できるよう日々勉強し
ていきたいと思います。また、現場で
の人と人とのつながりを大切にして
毎日取り組んでいきたいと思いま
す。よろしくお願いいたします。

●生産資材部　花木流通センター



INFOMATIONインフォメーション

■尊い命に感謝し供養
６月１日（月）豊かな食生活を作るために

命を捧げた家畜に感謝し、その魂を慰める
「畜魂祭」が㈱群馬県食肉卸売市場において
行われました。式典では、神主による神事
が執り行われた他、代表者が畜魂碑へ玉串
を奉奠し、多くの家畜の安らかな冥福を祈
りました。大澤会長は挨拶で「今後も生産
者が安心して出荷できる環境を整えると共
に、安全で高品質な食肉を安定的に生産し
当県の畜産の振興に寄与していきたい。」
と述べました。

畜魂祭
（６.１　㈱群馬県食肉卸売市場）

■小麦の生育状況を確認

平成27年産群馬県小麦立毛検討会
（６.２　県内圃場）

６月２日（火）実需者からの本県産麦に対
する要望を把握することを目的として「平
成27年産小麦立毛検討会」が開催されまし
た。当日は、実需者や県・中央会など関係
者35名が参加し、県内圃場で生育状況や
作柄を確認しました。また、製粉業者から
「安定した供給をしてほしい。」との要望が
寄せられた他、活発な意見交換も行われま
した。今後も県や関係機関と連携した取り
組みで、主品種「さとのそら」を中心とする
県産麦の高品質かつ安定供給を目指しま
す。

全農群馬県本部牛乳共販委員会
平成27年度全体会議
（６.２ ＪＡビル）

■酪農経営の確立を図る
６月２日（火）全農群馬県本部牛乳共販委

員会は、「平成27年度全体会議」を開催し、
県内各地区の委員会から多数の委員が出席
しました。挨拶に立った長坂会長は、「酪
農関係者が世代を超えて一つの方向性を持
って取り組んで欲しい。」と述べました。会
議では、前年度の事業報告と収支決算書、
並びに平成27年度の計画についての説明
等が行われ、議案は全て原案通り可決承認
されました。



INFOMATIONインフォメーション

■あらゆる住まいの悩みを解決
６月５日（金）～８日（月）の４日間、施設

住宅課は住友不動産㈱と共催し、「新築そ
っくりさん」住まいのリフォーム相談会を
花木流通センターにて開催しました。「新
築そっくりさん」は、住宅のまだ使える基
礎や柱を活かして改修することで、費用を
抑えて見違えるような再生を可能にする新
システムです。訪れた人からは、１軒まる
ごとのリフォームから水廻りなどの部分的
なリフォームまで、あらゆる相談が寄せら
れました。

■TAC活動取り組み強化に向けて
６月23日（火）営農総合支援センターは、

「平成27年度　TAC活動研究会」を開催
し、TAC活動を担当するＪＡの管理者と当
県本部担当者の計25名が参加しました。
会議では、営農総合支援センターによる全
国のTAC情勢や今後の施策についての説
明と、参加者による県内各ＪＡの取り組み
状況が報告され、その後活発な意見交換が
行われました。営農経済事業の更なる拡大
を図るため、今後もTAC活動を強化して
いきます。

住友不動産（株）
「新築そっくりさん」住まいのリフォーム相談会

（６.５～８　花木流通センター）

平成27年度TAC（営農経済渉外）活動研究会
（６.23　ＪＡビル）

■野菜生産の対策を協議
６月23日（火）営農総合支援センターは、

「ＪＡグループ野菜生産対策会議」を開催し、
14ＪＡ・県・中央会・当県本部の担当者
40名が参加しました。会議では、営農総
合支援センターによる野菜振興取り組み実
績の報告や今年度の目標についての説明が
行われると共に、加工・業務用野菜の生産
振興に向けて、各ＪＡから現状と今後の取
り組みが発表されました。更なる生産振興
を目指し、担当者間の情報の共有化が図ら
れました。

ＪＡグループ野菜生産対策会議
（６.23　ＪＡビル）



INFOMATIONインフォメーション

■葬祭業の技術を競う
６月25日（木）葬祭総合課は、ＪＡアシス
トホールたかさきにおいて「第１回群馬県
受付・渉外コンテスト」を開催し、県内の
職員６名が出場しました。当コンテストは
葬祭業の知識やマナー、接客の質を競うこ
とで更なるスキルアップを図ることを目的
に開催され、出場者は審査員を前に遺族と
の打ち合わせを実演しました。総合的な評
価の結果、最優秀賞にはＪＡ利根沼田アシ
スト葬祭センターの田村和彦さんが選ばれ
ました。

収穫の喜びを実感  じゃがいも収穫体験収穫の喜びを実感  じゃがいも収穫体験
～ 6.21　花木流通センター　収穫体験農園 ～

６月21日（日）花木流通センターは、収穫
体験農園において地域の親子を対象とした
「じゃがいも収穫体験」を行いました。農業
を身近に感じてもらおうと花木流通センタ
ーではこのようなイベントを定期的に開催
しており、今回は18組57名の家族が参加
しました。子供たちは、真剣な表情で土の

中からじゃがいもを掘り出すと、お父さん
お母さんに嬉しそうに見せていました。収
穫体験終了後には、全員にふかしたじゃが
いも（きたあかり）が振る舞われ、参加者は
ホクホクの食感と甘みを楽しみました。食
と農のつながりを感じることのできる充実
した内容となりました。

第１回群馬県受付・渉外コンテスト
（６.25　ＪＡアシストホールたかさき）



INFOMATIONインフォメーション

新業態店舗「ＪＡファーマーズ野田宿」県内初出店！新業態店舗「ＪＡファーマーズ野田宿」県内初出店！
～ ６.12　ＪＡファーマーズ野田宿 ～

６月12日（金）株式会社エーコープ関
東は、吉岡町に「ＪＡファーマーズ野田
宿」を出店し、当日行われたオープニン
グセレモニーには施主代行を務めた当
県本部も出席しました。同店は、大型の
ＪＡ農畜産物直売所とスーパーマーケッ
トが一体となった新しいタイプの店舗
（新業態店舗）です。全農グループの商
品調達力を活かし、近隣ＪＡからの群馬

県産商品をはじめ、全国のＪＡからの産
直品など国産農畜産物を豊富に取り揃
えています。オープニングセレモニー
では、大勢のお客様が集まる中「能の舞」
の披露と、ＪＡ関係者らによるテープ
カットが行われ、華々しく開店が祝され
ました。なお、８月８日（土）には、前橋
市に２号店となる「ＪＡファーマーズ朝
日町店」がオープンします。

▲ 下南室太々御神楽講（しもなむろだいだいみかぐらこう）による祝舞「養蚕の舞」「岩戸の舞」 ▲

▲ ＪＡ関係者らによるテープカット ▲ 豊富な群馬県産野菜が並ぶ

▲ 新鮮・安全・安心な群馬県産お肉売り場 ▲ 初日から多くのお客様で賑わう店内



INFOMATIONインフォメーション

◆平成27年度事業計画
　会員団体、日本こんにゃく協会、県及び関係機
関と協力し次の事業を実施。

１．生産流通対策
　⑴ 生産振興
　⑵ 作況調査
　⑶ 安全・安心対策
　⑷ 生玉出荷規格及び荒粉の品質改善
　⑸ 共販の拡大及び計画的出荷・
　　 平均販売の推進

２．消費拡大対策
３．外国産対策

群馬県蒟蒻生産協会

◆平成27年度事業計画
　県産麦のPR活動、安全・安心に対する体制強
化を行い、更なる需要の向上・消費拡大を図るた
め、次の事業を実施。

１．学校給食等普及促進事業

２．県内外企業・卸等利用促進事業

３．県産米広告・宣伝事業

４．各種イベント対策・販売促進事業

ぐんま県産米販売促進対策協議会

更なる事業強化へ向けて　協議会通常総会開催更なる事業強化へ向けて　協議会通常総会開催

◆平成27年度事業計画
　産地ブランド力を強化すべく、関係機関の指導・ 
支援のもとに次の事業を実施。
１．委員会
　⑴ 安全・安心な青果物の生産供給体制の推進
　　ア．病害性大腸菌О－157対策の実施
　　イ．新産地育成対策事業の実施
　⑵ 県産青果物産地強化対策の推進
　　ア．群馬県青果物販売促進会議の開催
　　イ．組合長（会長・理事長）視察研修会の実施
　　　　群馬県ＪＡ畜産連絡協議会との共催
２．幹事会
　⑴ 「野菜王国・ぐんま」総合対策事業の推進
　⑵ 専門部会との連携による各種課題の検討
３．専門部会
　⑴ 企画戦略部会　⑵ 露地野菜部会
　⑶ 施設野菜部会　⑷ 花き部会　⑸ 果樹部会
　⑹ 菌茸類部会

群馬県園芸振興協議会

各事業の振興を目的に、日頃より盛んな活動を行っている群馬県園芸振興協議会・群馬県

ＪＡ畜産連絡協議会・群馬県蒟蒻生産協会・ぐんま県産米販売促進対策協議会をはじめとす

る各種協議会の通常総会が、６月17日（水）、ＪＡビルにおいて開催され、上程された議案は

全て可決承認されました。平成27年度の事業計画についてご紹介します。

◆平成27年度事業計画
　畜産農家の経営改善及び安定を図るため、次の
活動を展開。
１．経営安定対策
２．生産基盤の維持及び
　　拡充強化対策
３．流通改善対策
４．畜産担い手対策
５．消費拡大対策
６．農政対策

群馬県ＪＡ畜産連絡協議会



放 映 予 定

山 部  朱 里アナ

番組名／提供 放送日 ※再放送日 時　間

嬬恋高原キャベツとキャベツマラソン／JA嬬恋村 ※８月２日（日） AM８：00～８：30

志は高く！ぐんまの農業高校／JA群馬中央会
８月３日（月） PM９：00～９：30

※８月９日（日） AM８：00～８：30

１月 ３月 ５月２月 ４月 ６月

７月 ９月 11月８月 10月 12月

▼2015年版カレンダー写真見本▼

2016年 ＪＡ全農ぐんま
オリジナルカレンダー用

年 ＪＡ全農ぐんま
写真募集!写真募集!

昨年は2015年のオリジナルカレンダー用の写真にご応募をいただきまして誠にありがとうございました。
今年も2016年版カレンダーの作成にあたり、写真を募集いたします。なお、採用された作品を提供してくださった方に
は、賞品として１万円のJA-SSプリペイドカードを進呈いたします。奮ってのご応募をお待ちしております。

採用された方には、１万円分のJA-SSプリペイドカードプレゼント！

まま

❶募集写真
　テーマ： 農業に関連した風景

（圃場・収穫・祭事等）
　※ 群馬県内で撮影された未発表作品に限ります。
応募点数に制限はありません。

❷応募期限
　平成27年８月14日（金）必着
❸応募方法
　 プリントアウトされた写真またはフィルム・データ等
を提出先に郵送またはＥメールにて送付してくださ
い。その際、写真の撮影場所・撮影年月と応募いた
だいた方の氏名、住所、電話番号をご記入ください。

（規格）
・フ ィルムカメラ
６㎝×4.5㎝以上のポジフィルム（リバーサル）
・デ ジタルカメラ
1000万画素以上
（2660ピクセル╳3760ピクセル以上）

❹応募上の注意
⑴ プリントアウトされた写真の場合、選考後にフィル
ム・データの提出を別途依頼することがあります。

⑵ 応募作品は返却いたしませんので、予めご了承
願います。
⑶ 採用作品の優先使用権は全農群馬県本部に帰
属いたします。ただし、版権は応募者のもの
となります。
⑷ 応募作品の被写体の肖像権侵害等の責任は負
いかねます。
⑸ 応募いただいた方の個人情報は、採用の通知や
フィルム・データの提出依頼、賞金を配布す
る場合にのみ使用させていただきますのでご
了承願います。
⑹ 応募作品は、県本部通信等でご紹介させていた
だくことがありますので、ご了承願います。
⑺ 採用作品については、内定者に後日通知いたし
ます。
⑻ 応募作品は27年度以降のカレンダーに採用さ
れることがあります。その場合、賞品は採用
年度に進呈いたします。

❺お問い合わせ・提出先
　〒379-2147　群馬県前橋市亀里町1310
　JA全農ぐんま 管理部 企画開発課
　　　　　　　  「カレンダー写真」係
Tel：027-220-2223　Fax：027-220-2229
E-mail : info-gunma@gm.zennoh.or.jp

カレンダー用写真応募要項

Calendar
2015
（平成27年）

2015年版
カレンダー
表紙締切間近



INFOMATIONインフォメーション

夏
詰合せセット

全セッ

受注
生産

このマークの商品は、受
注生産の為、ご注文から
お届けまで７～10日程度
お時間がかかります。

※Ａセット包装例

H27
7/1～8/31

お願い…商品の都合により、パッケージ・品名・量目等がかわることがありますので、ご了承下さい。

※写真はイメージです

セット内容
●板こんにゃく・・・・・・・・・・・250ｇ
●しらたき・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
●さしみこんにゃく
　（辛子酢みそ付）・・・・・140ｇ
●カロリーゼロの
海藻サラダ風こんにゃく・・・250ｇ

●冷し中華こんにゃく（醤油）・・・170ｇ
●冷し中華こんにゃく（ごま）・・・170ｇ
●冷しわかめうどんこんにゃく・・・170ｇ
●冷し稲庭うどん風こんにゃく・・・170ｇ

1,350円
（税込）本体価格1,250円

甘味セット

セット内容
●ぷるんと蒟蒻ゼリー
（グレープ）・・・・・・・・・・・・・120ｇ
●ぷるんと蒟蒻ゼリー
（ピーチ）・・・・・・・・・・・・・・・・・120ｇ
●こんにゃくマンゴープリン・・・250ｇ
●こんにゃく杏仁プリン・・・250ｇ

●ミルクな寒天
（ブルーベリー）・・・・・・・180ｇ
●ミルクな寒天
（ストロベリー）・・・・・・・・180ｇ
●あんみつ・・・・・・・・・・・・・・・・180ｇ

受注
生産

セット内容
●げんこつ山の玉こん
（生ずり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・380ｇ
●生芋こんにゃく
（生ずり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・270ｇ
●生芋しらたき（生ずり）・・・250ｇ

●生芋小玉こんにゃく
（生ずり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ
●刺身こんにゃく（青）・・・250ｇ
●突きだしこんにゃくの
ピリカラ炒め・・・・・・・・・・・・・180ｇ
●みそ漬けこんにゃく・・・130ｇ

2,160円
（税込）本体価格2,000円

特別セット

セット内容

Aセットトト1,080円
（税込）本体価格1,000円

受注
生産

100
名様

1000
名様

500
名様

揚
げ
物

を
美味
しくヘル

シ
ー
に

ホテル日航金沢

組

応募賞品 締切日

6月分レシート 四季のめん詰合せ 7月3日
7月分レシート フィリップス ノンフライヤー プラス 8月3日
8月分レシート ネピアBOXティッシュ 9月3日

※一部キャンペーンを実施していないSSもございますのでご
注意ください。 ※当キャンペーンは景表法に基づいて実施し
ております。 ※厳正な抽選の上、ご応募して頂いた月の翌月
下旬頃当選者を店頭にて発表致します。 ※ご当選者は当選の
権利を他の方へ譲渡あるいは換金することはできません。 ※
写真はイメージです。 ※賞品は店頭でのお引き渡しとなりま
す。 ※ホテルのご利用日は指定日となります。　

応募用紙に必要事項をご記入の上、該当
月にお買い上げのレシートを締切日まで
にSS店頭の応募箱にご投函ください。

応募方法など詳しくは
店頭備え付けの応募用紙
またはキャンペーン参加の
JA-SSまでお問い合わせください。

応募用紙に領収書を貼付してください。
たくさんのご応募お待ちしております!!

1000
名様



の間常に安定出荷することを目標と
しています。」と話してくれました。
また、ＪＡ利根沼田トマト部会の

部会長として、市場視察へ行ったり
種苗会社の方を講師に招いた栽培講
習会を開いたりと、栽培技術向上の
ための活動も熱心に行っています。
更に、市場に出回っていない試験品
種の栽培も手掛けているそうで、「生
産者やＪＡが時々生育状況の確認に
来ます。人が自分の作った物を見に
来るのは良いプレッシャーになりま
す。」と意気込みます。

今後の大きな夢

おととしの台風により、竹之内さ
んのハウスは甚大な被害を受けたそ
うです。「毎年台風の予報が出ると
食事ものどを通らなくなります。そ
のため、いずれは今あるハウスを全
て台風に負けない強固なハウスに建
て替えたいと考えています。そして
夏にトマト、冬にはほうれん草と周
年での栽培ができるようにしたいで
すね。」と今後の展望を聞かせてく
れました。
作業をするにあたり、決して気を

抜くことはないと話す竹之内さん。
誇りと情熱を持ちトマト栽培に励む
姿に、今後更なる活躍が期待されま
す。

規模重視から要領重視の栽培へ

今回のチャレンジャーは、ＪＡ利
根沼田管内で雨除けトマトと山うど
の生産を行う竹之内さんです。農業
を営む両親のもと育ち、高校生の時
に就農を決意しました。「サラリー
マンと違って、自分次第で収入が増
える見込みのある農業にやりがいを
感じ、就農してから10年間ほどは
毎年作付面積を増やし、がむしゃら
に取り組んでいました。気持ちに余
裕が持てるようになった現在は、規
模の拡大よりも作業の要領や効率を
重視しています。」と話します。パー
トを雇い、ご家族との分業で仕事を
行うことで年々作業時間を短縮さ
せ、今では週に１日程度休みを確保
できるようになったそうです。

安定出荷を目指して

竹之内さんのハウスでは、７月半
ばから11月いっぱいまでトマトの
収穫が続きます。「トマトの出荷時
期になると自分は収穫作業には一切
手を出しません。収穫は家族やパー
トさんに任せ、自分は選別作業のみ
行います。一つ一つ自分の目で品質
を確かめ、売り先によって仕分けし
ています。また、出荷時期の５か月
間どこかで必ず高値が付くので、そ

JA利根沼田

品質で勝負 自慢のトマト栽培にかける思い
JA利根沼田管内　竹之内　智史さん

1979年生まれ、35歳。
JA利根沼田トマト部会の部会
長を務める。

栽培面積：山うど…２ha
 雨除けトマト
 …1.1ha
趣　　味：ドライブ

竹之内　智史
（たけのうち・さとし） さん



1  来月（7月）から始まる出荷に向けて、毎日
念入りな手入れを行っています。

2「 日曜日は極力休みにし、家族と過ごすよう
にしています。」と話す竹之内さんは、４人
のお子さんを持つ良き父親です。

3  苗が伸びてきたら一度生長点で切り、二股に
して成長させるという独自の栽培方法を取り
入れているそうです。そうすることで、苗に
かかる費用と手間が半分で済むといいます。

4  ハウス内の様子。有機肥料を主体に、土作
りからこだわって栽培しています。

2

1

3

4



がんばってまーす！

はらだ・たけし（39歳）

趣味 ································· 野球
好きな食べ物 ················· 焼肉
読者に一言 ····················· 男女問わずファンレターお待ちしています！
●職場の皆さんからみた原田さん
　「 明るく頼もしく情熱的で、仕事とプライベートとの切り替えがしっ
かりしています。これからも組合員の方々のため日々頑張って欲し
いです！」

原田　丈史さん

JAたのふじ　
営農部　農産課

INTERVIEW

―どうしてJAで働こうと思ったの
ですか？
地元に貢献したいという思いから
です。また、実家はサラリーマン家
庭だったため農業に関わることに興
味がありましたし、人とふれ合える
ことも魅力的だったため就職を決め
ました。

―現在の仕事内容を教えてくださ
い。
畜産課で酪農担当をしています。
週２回開催される市場では、子牛や
成牛の販売と各農家の要望に合っ
た牛を農家に納める作業などを行っ
ています。初めは苦労した牛の扱い
にも今ではすっかり慣れました。ま
た、組合員さんのもとに足を運んで
牛の状態を確認し、出荷時期等の相
談にのることもあります。

―畜産課に配属になる前はどんな
仕事をされていたのですか？
ＪＡのガソリンスタンドで６年間
勤務していました。とにかくお客
さんへのサービス・笑顔・スピー
ド重視で取り組んだ結果、群馬県
内のＪＡ－ＳＳで１番の売り上げをあ
げるまでに成長することができまし

た。その経験から、新規スタンドの
立ち上げにも携わらせていただきま
した。

―JAたのふじ管内には何名の酪農
家さんがいるのですか？
管内には19名の酪農家さんがい
て、その内14名が自分の担当して
いるＪＡたのふじ酪農部会に所属し
ています。部会員さんとは、毎月の
会議や旅行等で日頃から密な付き合
いをさせてもらっており、信頼関係
を築いています。

―組合員さんへの思いをお聞かせ
ください。
いつもお世話になっているので、
１番は牛を１円でも高く販売する
こと、そして安くていい牛を購
入することで恩返しをしたいと
思っています。また、飽きさせ
ない部会活動の実施にも取り組
んでいきたいです。

―趣味は野球とのことですが。
はい。中学からずっと続けて
おり、今はＪＡの野球部に所属
し、昼も夜も仲間と和気あいあ
い楽しんでいます。自分たちは

「期待に応え続ける存在でいたい」
練習を一切しないので、いつもぶっ
つけ本番で試合に挑んでいますが、
なかなか強いんですよ。（笑）

―最後に、今後の意気込みをお願
いします。
 管内には部会員さんの他に員外利
用の酪農家が５件あります。この５
件を酪農部会に引き入れ、ＪＡたの
ふじ管内の酪農家全員にＪＡを利用
してもらうことが目標です。ずっと
成し遂げられずにきたことなので容
易ではありませんが、今後も地道な
働きかけを続けることで達成したい
と思います。

―原田さん、これからも頑張ってく
ださい。ありがとうございました。

▲ＪＡたのふじ酪農部会の平井部会長と一緒に



畜産ダイジェスト畜産ダイジェスト
生乳生産量と用途別処理量 （単位：t、％）

農林水産省は６月25日に５月の
牛乳乳製品統計を公表した。５月生
乳生産量は64万8,952tで前年に比
べ0.2％減少した。北海道は33万
4,635t（前年同月比0.48％増）で生
産量の全国シェアは51.5％となっ
た。
都府県の生産量は31万4,317tと
なり、前年同月比で１％減少した。

■生乳生産量

■販売及び乳製品情勢

増）、乳製品向けが29万6,945t（〃２％減）となった。
飲用牛乳等生産量は30万108㎘（〃0.2％減）で前月から0.4ポイント減少し、内牛乳が26万1,141㎘（〃0.2％増）、ま
た乳飲料は11万7,684㎘（〃0.8％増）で前月より1.5ポイント増加した。

５月の用途別処理量は、牛乳等向
けが34万7,312t（前年同月比1.5％

区分 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７月 ８ 月 ９ 月
生 乳
生産量

全 国 625,011 648,952
群馬（委託実績） 18,539 19,033
本会（委託実績） 5,955 6,116

用途別
処理量

飲用牛乳等向け 322,457 347,312
乳 製 品 向 け 297,955 296,945
そ の 他 向 け 4,599 4,695

前 年
対 比

生乳生産量（全国） 99.7 99.8
　　〃　　（群馬） 98.5 98.9
　　〃　　（本会） 96.1 97.2
飲用牛乳等向け 102.7 101.5
乳 製 品 向 け 96.7 97.9

１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 計
1,273,963
37,572
12,071
669,769
594,900
9,294
99.8
98.7
96.7
102.1
97.3

　・和牛去勢A5 2,550円中心 
　・和牛去勢A4 2,300円中心 

　・和牛去勢A3 2,150円中心 
　・和牛去勢A2 1,830円中心 
　・交雑去勢B5 2,190円中心 
　・交雑去勢B4 1,890円中心 

　・交雑去勢B3 1,700円中心
　・交雑去勢B2 1,650円中心
　・乳牛去勢B2 1,150円中心

枝肉価格の推移（群馬県食肉卸売市場） （単位：円 /㎏、税込み）

群馬県食肉卸売市場上場頭数

① 和牛子牛 （去勢）  691千円平均（前月比100％） （雌）610千円平均（前月比101％）
②Ｆ１価格 （去勢） 250～300㎏ 1,330円／㎏平均 （雌） 250～300㎏ 1,195円／㎏平均
③全農・取引基準価格 （乳去） 260～300㎏ 612円／㎏平均（前月比101.3％）

■素牛動向

肉牛枝肉相場（予想）

（単位：頭）

年・月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 平均・計
和牛
去勢
A4

26年-27年 1,899 1,914 1,893 1,862 1,959 2,006 2,129 2,166 2,163 2,297 2,288 2,257 2,069
27年-28年 2,283 2,349 2,252 2,295
前年格差 384 435 359 225

和牛
去勢
A3

26年-27年 1,669 1,664 1,658 1,662 1,726 1,797 1,988 2,019 1,933 2,059 2,079 2,055 1,859
27年-28年 2,098 2,132 2,080 2,103
前年格差 429 468 422 244

和牛
去勢
A2

26年-27年 1,516 1,492 1,486 1,455 1,532 1,663 1,757 1,863 1,648 1,819 2,000 1,828 1,672
27年-28年 2,026 1,848 1,866 1,913
前年格差 510 356 380 242

年・月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 平均・計
26年-27年 1,291 1,098 1,104 1,262 1,068 1,216 1,232 1,465 1,385 1,005 1,091 1,012 14,229
27年-28年 1,085 946 907 2,938
前年格差 ▲ 206 ▲ 152 ▲ 197 ▲ 11,291

全国
と畜
頭数              

25年-26年 103,062 95,418 90,357 104,661 91,687 93,321 104,050 117,198 113,212 86,606 85,968 91,771 1,177,311
26年-27年 99,464 91,001 90,327 102,267 88,474 95,800 105,092 110,615 109,345 85,310 85,824 92,201 1,155,720
27年-28年 95,755 83,324 179,079
前年比 96.3 91.6 98.2

肉牛枝肉相場（７月予想） 牛肉は強含み。夏の行楽シーズンに向け、焼き肉などのレジャー需要が
高まる。



㈱群馬県食肉卸売市場（上物加重・円/㎏） ※平成25年４月より相対を含む。（単位：円税込）

枝肉相場関係

■餌付見込
※ 農水省は餌付け羽数見込みを公表しないことにな
ったため、今後、餌付け羽数実績のみ掲載するこ
とになります。

■価格の推移

⑴ 17年：204円
⑵ 18年：184円
⑶ 19年：169円

⑷ 20年：193円
⑸ 21年：175円
⑹ 22年：194円

⑺ 23年：188円
⑻ 24年：181円
⑼ 25年：207円
⑽ 26年：216円

月区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間平均
25年-26年（Ａ） 450 499 485 498 507 499 466 477 521 458 467 496 485
26年-27年（Ｂ） 553 582 621 580 548 548 517 569 609 547 588 565 569
27年-28年（Ｃ） 569 535 565 556
（Ｂ-Ａ） 103 83 136 82 41 49 51 92 88 89 121 69 84
（Ｃ-Ｂ） 16 ▲ 47 ▲ 56 ▲ 13

（単位：頭）㈱群馬県食肉卸売市場と畜頭数（自家用と畜は除く）
豚肉価格形成要因

月区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間頭数
と畜 
頭数

26-27年 44,690 39,069 36,628 39,821 35,032 40,542 44,979 36,865 41,060 39,158 37,138 39,152 474,134
27-28年 41,752 37,407 39,299 118,458

前年比（％） 93.4 95.7 107.3 25.0

■Mサイズ基準値
鶏卵相場関係

（単位：円）価格の推移
月区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 年間平均

26年-27年（Ａ） 223 204 199 190 192 231 240 242 248 192 209 219 216
27年-28年（Ｂ） 227 230 223 227
（Ｂ-Ａ） 4 26 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11

全国基金
補填

26-27年 0 0 0 2.088 0 0 0 0 0 2.907 0 0
27-28年 0 0 0

※平成 24年度鶏卵価格差補填事業については、9月以降補填財源はありません。
■価格動向： ６月の平均単価は223円（前年同月＋24円）と前年同月を上回り、平成26年７月～平成27年６月期平均は220円

（前年同期比＋１円）であった。
■出荷動向： 暑さで餌食いが悪くなり、産卵率、卵重が低下し、供給量は減る見込み。
■需要動向： 熱くなるにつれて需給が鈍くなるが、スーパーの特売需要や、相場の先高感から秋口向けの加工向けの需要が動き、

価格の下支えとなる見込み。

平成27年７月220円（見込み） 110％（前年比）

卵価要因
月区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 合　計

加工卵輸入
実績（ｔ）

25-26年 2,286 2,314 2,393 2,427 2,137 1,974 2,273 1,877 2,192 2,067 2,542 2,231 26,713
26-27年 2,449 2,449

前年比（％） 107.1 9.2
餌付羽数
（千羽）

26-27年 8,205 8,291 8,405 8,408 7,048 8,622 8,071 7,369 8,295 7,941 7,764 8,734 97,153
27-28年 7,872 8,422 16,294

前年比（％） 95.9 101.6 16.8

（単位：千頭、前年同月比％）
肉豚生産出荷予測（全国） ※５月まで実績／６月以降の出荷予測は

　６月８日付けで農水省畜産部食肉鶏卵課が発表
月区分 ２月 ３月 1～ 3月 ４月 ５月 ６月 4～ 6月 ７月 ８月 ９月 ７～９月 ７月 ８月

全国出荷予測頭数（千頭） 1,282 1,375 4,006 1,372 1,231 1,256 3,857 1,273 1,263 1,317 3,853 1,452 1,399
前年同月比（％） 96 100 96 99 94 101 98 95 103 99 99 102 109

■生産動向：農水省食肉鶏卵課の肉豚生産出荷予測によると、７月の出荷見込頭数は1,273千頭（前年同月比95％）となっ
ている。その後は８月1,263千頭（〃103％）、９月1,317千頭（〃99％）と予想されている。豚肉相場は、堅調。梅雨明け後
の暑さから豚が弱まり生産量は落ち込む。月の前半は高値で、後半は出荷が増えて軟調となる見込み。



【海上運賃】
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単味飼料・原料情勢単味飼料・原料情勢単味飼料・原料情勢 平成27年７月群馬県本部
畜産農産部酪農畜産課

■原料情勢
①とうもろこし（シカゴ定期）
６月10日の米国農務省需給見通しによると、米国とうも
ろこしの2014/15年度産は供給量が据え置かれ、一方需要
量は、エタノール向けで25百万ブッシェル減少し、期末在
庫は1,876百万ブッシェル（前月発表1,851百万ブッシェ
ル）、期末在庫率は13.80％（前月発表13.59％）と上方修正
された。
2015/16年度産については、期首在庫以外は生産量と需
要量共に前月発表の見通し数量を据置き、期末在庫は1,771
百万ブッシェル（前月発表1,746百万ブッシェル）、期末在
庫率は12.87％（前月発表12.69％）と依然として潤沢な在
庫状況が見通されている。
シカゴ定期は、米国の産地では作付けが順調に完了した。
また、６月10日発表の米国農務省需給見通しでも依然とし
て潤沢な在庫状況が見通されており、直近の７月限は350
セント／ブッシェル半ばで推移している。

②大豆粕
６月10日発表の米国農務省需給見通しによると、米国大

トウモロコシ　期近限月
420

400

380

360

340

セント／ブッシェル

2/2 2/1
0

2/1
9

2/2
7

3/9 3/1
7

3/2
5

4/2 4/1
3

4/2
1

4/2
9

5/7 5/1
5

5/2
5

6/1
0

6/2

豆の2014/15年度産について、供給量は前月発表と変化が
なく、4,091百万ブッシェルとなった。需要量は、搾油需
要と輸出需要がそれぞれ10百万ブッシェル増加し、3,761
百万ブッシェルとなった。単収については、前回発表から
変化はなく47.8ブッシェル／エーカーとなった。結果とし
て、期末在庫は20百万ブッシェル減の330百万ブッシェル
と見通され、在庫率も8.77％と前月の9.36％から減少した。
大豆粕のシカゴ定期は、作付期を迎えた米国の天候、お

よび消費国の需要動向に影響されながら推移しており、７
月限は320ドル台で推移している。

■海上運賃
米国ガルフ～日本間のパナマックス型運賃は、原油価格

は横ばいで推移しているものの、一時的な大西洋における
船腹需給の引き締まり感から、足元のフレートは堅調に推
移している。しかし、夏場は船腹需給が緩和する傾向があ
り、直近の堅調な相場は一時的なものとの見方が強く、今
後は軟調な展開に移行すると予想される。



花木流通センター便り 花木流通センターの耳寄りな

情報をお届けします！

今月の園芸資材館には、秋じゃがいも
の種芋やチューリップを始め、たくさん
の球根が一堂に会します。今年、満を持
して販売される品種や海外で人気の品種
など、多岐に渡る品揃えとなっておりま
す。是非一度、園芸資材館までお越しく
ださい。皆様のご来店を心よりお待ちし
ております。

色々な売出しやイベントが目白押し。ぜひお出かけください！

開催日 内　容

　8月12日㈬
～8月16日㈰ お盆フェア

8月23日㈰ 秋冬冬野菜菜定植植講習習会会
【参加費無料・申込みみ不要不 】

8月20日㈭ 花の寄せ植え講習会
（各回20名まで）
【参加費・申込み方法等
　　　 問合せ先：ふらわーらんど】

8月月23日㈰ 花の寄せ植え講習会
【参加費費・申込み方法等
　　　 問合せ先：ふらわーらんど】

10:00～

10:00～
14:00～

10:00～

※売出し・イベントの日程・内容は変更になる場合があります。

営業時間：年中無休/9:00～18：00 営業時間：毎週火曜日定休/9:00～18：00

■園芸資材館/営農・園芸資材等 ■ふらわーらんど/鉢花、花苗等 ■JA植木コーナー
/緑花木、盆栽等　■エクステージ/外構・造園工事等 ■ブランド野菜館/産直野菜、
農産加工品等 ■外売場/野菜苗、大型肥料・用土、植木鉢等

（節電のため7月～9月毎週火曜日定休）

FAX:027-220-2424
TEL:027-220-2427
前橋市亀里町1307-1

お問い
合わせ先

お問い
合わせ先 TEL:027-210-7788

FAX:027-210-9811

前橋市古市町106-1

取扱商品
■産直野菜
　農産加工品/店頭精米等

取扱商品

前橋高崎線
フォレスト
モール

花木流通
センター
花木流通
センター

至高崎市街地

『県本部通信』に投稿いただいた方の個人情報は、プレゼント
の発送やお返事、紙面での紹介に使用させていただきますの
でご了承ください。また、これらの個人情報は前記の目的以
外には使用せず、ご本人より事前に同意をいただいた場合以
外には一切開示いたしません。

『県本部通信』における個人情報の取扱いについて

《あて先》

〒379-2147群馬県前橋市亀里町1310番
「県本部通信」係まで
E-mail：info-gunma@gm.zennoh.or.jp 
※JAメール等でも結構です。

自由なご意見・ご感想をお寄せください。



石垣 惠美Food adviser -

1979年から群馬県家の光講師。
FM局等でも活躍中。
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オクラと
鶏ひき肉のはさみ揚げ

1 オクラは洗って茎を切り、縦半分に切る。
2 ボールに鶏ひき肉・ねぎ・しょうがを入れ、酒と
醤油を加えてよく混ぜる。

3 １のオクラの切り口に片栗粉をはたく。
4 ２の肉を等分にし、３のオクラに挟む。
5 天ぷら粉に片栗粉・水を加えて衣を作り、オクラ
をくぐらせ揚げ油（160℃）でカラッと揚げる。器

に盛りレモンスライス・青み・レモン塩を添える。

作り方

オクラ ･････････････････････１袋
鶏ひき肉 ･････････････････  50g
ねぎ（みじん切り）
　　 ･･････････････････大さじ２
しょうが（みじん切り）
　　　 ･････････････小さじ１弱
酒 ･････････････････････小さじ１
醤油 ･･････････････････小さじ１
片栗粉 ････････････････小さじ１

２人分 （１人分143kcal）

材　料

天ぷら粉 ･････大さじ1.5
片栗粉 ･･････小さじ１強
水 ･･･････････････大さじ３

揚げ油 ･････････････････････適量

（飾り用）
レモンスライス・青み・
レモン塩

衣


